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創立記念ワンドラー 満観峰集中登山 

～Ｒ１．１１．３～ 

（コース１）焼津駅南口からバスに乗り高草山石脇入口で下車。四阿とトイレが整備

されている。花沢の里へは舗装道をアップダウンするが、途上に成沢不動尊、花沢城跡

などがあり、土地の習俗や歴史が興味深かった。花沢の里駐車場に着き車で来た富士宮

支部と合流。里をゆっくり歩く。カフェの店ではパンやケーキを群がって買う。鞍掛峠

への道を進むと大勢の人が歩いている。鞍掛峠で休憩。もうひと頑張りして山頂着。帰

りはアップダウンを繰り返し日本坂峠へ。そこから花沢の里へ下る。下山口近くは荒れ

ていた。里の無人販売で野菜やみかんを買い石脇へ。バスが来るまでに少し時間があり

焼津駅まで歩いた。 

参加者：24 名（静岡南 9、富士宮 8、袋井 7） 

コースタイム：焼津駅南口 800＝高草山石脇入口 820-33…花沢の里Ｐ905-25…登山口

940…鞍掛峠 1010…山頂 1055-1300…日本坂峠 1353…下山口 1425…花沢の里Ｐ1448…

高草山石脇入口 1525…焼津駅北口 1600 

記録：静岡南支部 ＹＭ 

（コース２）静岡駅前から中部国道線のバスに乗り逆川入口で下車。取りあえず参加

者の点呼を行い登山口までウォーミングアップを兼ねて歩く。登山口で軽くストレッチ

を行いスタート。このコースは逆川沿いを登る比較的に歩行時間の短いコースである。

しかし谷筋を通るため見晴しは良くない。しばらく西側に面した私有地の道を歩く。陽

が当たる時間が短いのか苔むした個所もある。30 分ほど歩くと青空が開けてくる。舟

川コースとの分岐で小休止して 11:00 前に頂上へ着く。11 月に入ってもまだ暑く日影

を探して食事をとる。セレモニーの後、帰りは西登山口から小坂へ下り用宗駅まで一般

道を歩いた。多種多様な登山道がある眺望豊かな満観峰は記念ワンドラーには適してい

ると思う。 

参加者：26 名（静岡東 15、静岡南 3、静岡西 2、磐田 6） 

天気：晴れ 

地図：静岡西部・焼津 

コースタイム：静岡駅前⑦バス中部国道線(藤枝駅前行)818＝逆川入口バス停(点

呼)855-900…登山口(ストレッチ)930-40…舟川コース分岐 1020-30…山頂 1100-1300…

西登山口…小坂 1350-1400…用宗駅 1450 

記録：静岡東支部 古屋 

（コース３）安倍川駅前に「コース 3」の参加者 18 名が集合し、ストレッチ後予定通

り 8:00 出発する。爽やかな秋空に恵まれ皆さんの足どりも軽やかだ。今日は地元西支

部の Kさんが、満観峰東登山口まで道案内をして下さるとの事で、このコース初めての

私は大変助かりました。駅前を線路沿いに歩き、橋を渡り延命地蔵尊脇を通り、新幹線



の下を通って住宅街や田畑の中を山沿いに歩きました。小坂ミカンの産地とあって、い

たる所に(手が届くところにも)美味しそうに色付き、たわわに実っていました。大和田

地蔵尊の前を通り、御所の小公園で小休憩。9:00 天平 2(730)年開山の瑞應寺着、それ

から 15 分程で、家康お手植えのミカンの木がある安養寺に到着。K さんの案内で万葉

の道にあって歴史の風格を感じさせる古刹を見学できました。小坂ふれあい広場に寄っ

て、9:45 御坂堂着。Kさん顔見知りの店の人に全員ミカンを一個ずつ頂きました。不動

尊を通り 10:15 東登山口から山道に入りました。すぐの小さな沢を渡渉するところが少

し荒れていたので、この先どうかなと思いましたが、杉・檜の植林帯を緩やかにトラバ

ース気味に順調に登って行くと、途中から放棄されて荒れた茶畑の中を登る急な道にな

りました。日差しも強くなり汗をかきながら、10:45 丸子富士からの分岐に出ました。

ここで小休止して 11:05 頂上に着きました。既に多くの参加者が昼食中でした。食後集

会で挨拶・各種賞の授与・山の歌の合唱等の頂上行事を終え下山。鞍掛峠から花沢の里

に下りバスで焼津駅へ。下山後の楽しみは島田支部 Aさんの傘寿祝いを島田市内のカラ

オケで盛大に楽しみました。 

参加者：18 名（静岡東 2、静岡西 9、島田 7） 

天気：晴れ 

コースタイム：安倍川駅 800…瑞應寺 900…安養寺 915…御坂堂 945…東登山口 1015…

丸子富士分岐 1045…頂上 1105 

記録：島田支部 T.S 

（コース４）中止 

（コース５）用宗駅前を出て R150 を大崩海岸方面に南下、町はずれの石部の信号を

右折して、JR 東海道線の線路下を通って、新幹線に沿って、農道を登り始める。約 1k

ｍほど登った左側に小さく「花沢山登山口」の標識がある。花沢山までの間は、登山者

が少ないと見えてやや不明瞭な山道、危険とか歩けないほどではないが、今年の大型台

風 19 号の影響で、崩壊が 1 か所、倒木が数か所ある。花沢山の山頂は、焼津方面にし

か視界がなく、昔の反射板のところに移動すると静岡方面の視界が得られる。花沢山か

ら満観峰までの間には、高度差 100ｍ近い階段の急登が 4ヶ所、展望所は、焼津側 1ヶ

所と静岡側 1ヶ所ある。満観峰から朝鮮岩は、丸子富士、紅葉台を経由し、樹林帯の中

で眺望はないが、朝鮮岩からは格別で、コ字型に椅子が設置されて駿河から伊豆方面の

眺望がいい。 

参加者：4名（静岡西 2、焼津 2） 

天気：曇 

地図：静岡西部・焼津 

コースタイム：用宗駅前 725…石部信号 745…花沢山登山口 757…石仏 850…花沢山 915-

30…日本坂峠 950…433 三角点 1025…満観峰 1047-1300…朝鮮岩 1415-20…井尻橋 1450

…安倍川駅 1510 



記録：焼津支部 伏見 

（コース６）ＪＲ静岡駅から藤枝駅行バスに乗り込み 35 分、宇津ノ谷入り口で下車、

道の駅でトイレを済ましスタート。古道らしい山道を会報案内の通りの時間で山頂に到

着できた。下山は花沢の里に下り、焼津駅まで舗装路を歩いた。風も無く素晴らしい一

日だった。 

参加者：17 名（静岡北） 

天気：晴れ 

地図：静岡西部・焼津 

コースタイム：宇津ノ谷入り口ﾊﾞｽ停 835…宇津ノ谷峠900…山頂･記念ﾜﾝﾄﾞﾗｰ 1100-1300

…花沢の里 1410…ＪＲ焼津駅 1540 

記録：静岡北支部 池田 

（コース７）コース⑦は旧宇津ノ谷峠から満観峰に登り、小坂西登山口に下るルート

である。アプローチが不便なのか、それほどきついコースではないが希望者は少なく、

参加はわずか 5名。道の駅・宇津ノ谷峠から高架橋を渡り、県道から分かれて宇津ノ谷

集落に入る。集落の端の階段を登り、舗装道路を少し進むと明治のトンネルへ続く道路

に出る。道路の右手から山道に入り、しばらく登ると旧宇津ノ谷峠に出る。そこからザ

レた急坂を登るとすぐ道路に出る。道路を横切って石垣から尾根沿いに登るが藪で進め

ず、先ほどの道路に戻って迂回する。宇津ノ谷トンネルの排気施設からは草が茂り、蜘

蛛の巣を払いながら進む道だった。「蔦の細道」の峠から南東に延びた尾根もあまり展

望の良い道ではなく、小さなアップダウンを繰り返す。444ｍ標高点から東に向きを変

え、緩やかに下ると鞍掛峠からの道と出合う。他のコースから来た会員と合流し、賑や

かに満観峰に登る。下山の予定コースは小坂西口だったが、希望により朝鮮岩経由の井

尻口へ下った。 

参加者：5名（静岡西 4、藤枝 1） 

天気：晴れ 

地図：静岡西部・焼津  

コースタイム：道の駅･宇津ノ谷峠 800…旧宇津ノ谷峠 825-30…蔦の細道峠 855-905…

標高点(444ｍ)1022-30…満観峰 1055-1300…安倍川駅 1500 

記録：静岡西支部 堀米 

（コース８）コース⑧は焼津駅から花沢の里、日本坂峠を経て満観峰に集い。下りは

西の鞍部に下り静岡と焼津市境の尾根を北に歩き宇津ノ谷峠辿り、峠を東に下りレトロ

な宇津ノ谷の集落の歴史と山の楽しさを味わえるコースである。コースタイム 4:30、

ルート定数 17.5 と体力度的にも適度のコースではないかと思う。このコースには 5 人

が参加、焼津駅前から、自主運行バスがあったがバス移動は 2.5kｍ程度なので終点、石

脇まで住宅街を歩く。石脇の観光トイレから花沢の里まではみかん畑の中の道で季節感

の感じられる、のどかな農道、40 分程で花沢の里の駐車場着いた。コース①のバス利用



隊が休憩を摂っていた。ここから花沢の里の昔ながらの佇まいを味わい法華寺まで行く。

⑧コースはここでコース①と別れて日本坂峠への登山道に入った。法華寺から 10 分程

で農道を横切る、ジグザクを繰り返し後ろ側に焼津の街並みが見下ろせるようになり、

北の斜面をトラバースするようになって日本坂峠に着く。日本坂峠からは南北の尾根を

北に向かう。所々で東に富士山、眼下には静岡市街、右手に久能の浜、の絶景ポイント

が現れる。日本坂峠から 1時間ほどで満観峰の頂上に着く 11:15。頂上にはほぼ全コー

スが到着して⑧コースが最後だったようだ。頂上で昼食と頂上行事を終えて、西側の鞍

部へ下る。ここからは焼津、静岡市の境の尾根を忠実にたどるようになる、樹林帯で見

晴らしが利かないのが残念だ。鞍部から 444ｍのピークに登ると後は下りとなる。頂上

から 80 分程で蔦の細道峠、在原業平の歌碑。ここからさらに尾根を北に辿る、踏み跡

が薄くなるが尾根を慎重にたどる、40 分ほど旧東海道宇津ノ谷峠に着いた。峠から東

に駿府に下る。かつて多くの旅人はどんな思いでここを超えたのか、古い遺物の残る宇

津ノ谷の集落で思いを膨らませながら、集落の石畳を楽しみ宇津ノ谷入口バス停へ峠か

ら 30 分ほどで着いた。天気に恵まれ、楽しい記念ワンドラーであった。 

参加者：5名（静岡西 2、静岡北 2、焼津 1） 

天気：晴れ 

地図：静岡西部・焼津  

コースタイム：焼津駅 800…石脇観光トイレ 830…花沢の里 920…法華寺 935…日本坂峠

1020…満観峰 1115-1300…標高点(444ｍ)1330…蔦の細道峠1420…旧宇津ノ谷峠1500…

宇津ノ谷集落 1515…宇津ノ谷入口バス停 1520＝静岡 

記録：静岡西支部 福永 

 


